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■事業概念図 
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所 在 地 東京都町田市小山田桜台２－４　ほか

交 通 状 況

管 理 開 始 昭和５９年３月

管 理 戸 数 ４８７戸

対 象 賃貸住宅の屋上部分（住宅棟　２４棟・施設棟　１棟）

面 積 合計　約８，２００㎡（太陽光発電設備設置可能面積）

発 電 容 量 約８８０ＫＷ

想 定 売 電 単 価 ４２円／ｋｗｈ

事 業 期 間 平成２６年１月から２０年間

平成２５年秋 工事開始

平成２６年１月 売電開始予定

地図使用承認©昭文社第53G125号

ニュータウン小山田桜台　太陽光発電事業概要　

小田急小田原線、JR横浜線「町田」駅からバス２８分　徒歩１分
JR横浜線「淵野辺」駅からバス１０分　徒歩２分

■住棟配置図
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■団地写真



 
（参考） 

 ■「ＵＲパワー」概要 

 （１）概要 

・ＵＲ都市機構は、今後 15 年間、賃貸住宅の屋根断熱防水改修工事の機会に併せて、順次、屋上
スペースを賃貸する太陽光発電事業者を公募。 

・太陽光発電事業者は、屋上スペースに太陽光パネルを設置し発電。再生エネルギーの固定価格
買取制度を活用し、発電した電力を電力事業者に売電。 

・自立運転コンセントを設置することで、大規模災害時等の停電時には、ＵＲ賃貸住宅居住者等
の非常電源として活用。 

（２） 効果（目標） 

・全棟（約 1,500 棟）に設置した際の発電規模は約 35ＭＷ（約 7,200 世帯分の年間消費電力に相
当）を想定。 

・削減されるＣＯ２排出量は年間約 18,800 トン（約 5,300ｈａの森林が 1年間に吸収するＣＯ２に
相当）を想定。 

    ※共に 2028 年（平成 40 年）を想定 

 


